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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年6月6日(2019.6.6)

【公開番号】特開2017-200104(P2017-200104A)
【公開日】平成29年11月2日(2017.11.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-042
【出願番号】特願2016-90851(P2016-90851)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   5/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ   21/14     　　　Ｚ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｂ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｘ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５５Ｄ
   Ｇ０９Ｇ    5/36     ５２０Ａ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５５０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ    5/00     ５１０Ｖ

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月17日(2019.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を投射するプロジェクタであって、
　前記プロジェクタの表示能力に関する情報を記憶する記憶手段と、
　投射状態に応じた投射画像の輝度を算出する輝度算出手段と、
　前記輝度算出手段により算出された前記投射画像の輝度に基づいて、前記記憶手段に記
憶されている前記表示能力に関する情報の少なくとも一部を変更する変更手段と、を有す
ることを特徴とするプロジェクタ。
【請求項２】
　前記記憶手段に記憶された前記表示能力に関する情報を、前記プロジェクタに表示輝度
に関する情報を含む画像信号を出力する外部装置へ通知するためのインターフェース部を
更に有することを特徴とする請求項１に記載のプロジェクタ。
【請求項３】
　前記プロジェクタは、前記表示輝度に関する情報と前記記憶手段に記憶されている前記
表示能力に関する情報に基づいて、前記外部装置から入力された前記画像信号に対応する
ＨＤＲ画像を投射することを特徴とする請求項２に記載のプロジェクタ。
【請求項４】
　前記輝度算出手段により算出された前記投射画像の輝度に応じて前記ＨＤＲ画像の階調
変換処理を行う階調変換手段を更に有することを特徴とする請求項３に記載のプロジェク
タ。
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【請求項５】
　前記記憶手段に記憶されている前記表示能力に関する情報は、ＥＤＩＤであることを特
徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項６】
　前記変更手段は、前記輝度算出手段により算出された前記投射画像の輝度に対応するよ
うに前記表示能力に関する情報の少なくとも一部を変更することを特徴とする請求項１乃
至５のいずれか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項７】
　前記投射画像の投射面積を取得する面積取得手段と、
　前記プロジェクタの光量を取得する光量取得手段と、を更に有し、
　前記輝度算出手段は、
　前記面積取得手段により取得された前記投射面積と、前記光量取得手段により取得され
た前記光量とに基づいて、前記投射画像の輝度を算出することを特徴とする請求項１乃至
６のいずれか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項８】
　前記プロジェクタの光量を判定するための画像を生成する画像生成手段と、
　前記画像生成手段により生成された前記画像に基づいて前記プロジェクタの光量を測定
する光量測定手段と、を更に有し、
　前記輝度算出手段は、前記光量測定手段により測定された前記プロジェクタの光量に基
づいて、前記投射画像の輝度を算出することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項
に記載のプロジェクタ。
【請求項９】
　前記光量測定手段は、前記画像生成手段により生成された前記画像を撮像する撮像手段
であることを特徴とする請求項８に記載のプロジェクタ。
【請求項１０】
　前記輝度算出手段は、前記投射画像の輝度として、前記プロジェクタと他のプロジェク
タとを組み合わせて得られる投射画像の輝度を算出することを特徴とする請求項１乃至５
のいずれか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項１１】
　前記プロジェクタの投射モードが、該プロジェクタと前記他のプロジェクタとを組み合
わせて用いられるスタック投射モードに設定されている場合、前記変更手段は、該スタッ
ク投射モードで算出された前記投射画像の輝度に応じて前記情報の少なくとも一部を変更
することを特徴とする請求項１０に記載のプロジェクタ。
【請求項１２】
　前記変更手段は、前記表示能力を高めるように前記表示能力に関する情報の少なくとも
一部を変更することを特徴とする請求項１１に記載のプロジェクタ。
【請求項１３】
　前記投射画像の投射面積を取得する面積取得手段と、
　前記プロジェクタの光量を取得する光量取得手段と、を更に有し、
　前記輝度算出手段は、
　前記面積取得手段により取得された前記投射面積と、前記光量取得手段により取得され
た前記光量と、前記他のプロジェクタの光量と、に基づいて、前記プロジェクタと前記他
のプロジェクタとを組み合わせて得られる前記投射画像の輝度を算出することを特徴とす
る請求項１０乃至１２のいずれか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項１４】
　前記プロジェクタの光量を判定するための画像を生成する画像生成手段と、
　前記画像生成手段により生成された前記画像に基づいて前記プロジェクタの光量を測定
する光量測定手段と、を更に有し、
　前記輝度算出手段は、前記光量測定手段により測定された前記プロジェクタの光量と、
前記他のプロジェクタの光量と、に基づいて、前記プロジェクタと前記他のプロジェクタ
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とを組み合わせて得られる前記投射画像の輝度を算出することを特徴とする請求項１０乃
至１２のいずれか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項１５】
　前記光量測定手段は、前記画像生成手段により生成された前記画像を撮像する撮像手段
であることを特徴とする請求項１４に記載のプロジェクタ。
【請求項１６】
　前記他のプロジェクタと通信する通信手段を更に有し、
　前記輝度算出手段は、前記通信手段を介して前記他のプロジェクタの光量を取得するこ
とを特徴とする請求項１０乃至１５のいずれか１項に記載のプロジェクタ。
【請求項１７】
　複数のプロジェクタを用いて画像を投射するプロジェクタシステムであって、
　第１のプロジェクタと、
　第２のプロジェクタと、を有し、
　前記第１のプロジェクタは、
　前記第１のプロジェクタの表示能力に関する情報を記憶する記憶手段と、
　前記第１のプロジェクタと前記第２のプロジェクタとを組み合わせて得られる投射画像
の輝度を算出する輝度算出手段と、
　前記輝度算出手段により算出された前記投射画像の輝度に基づいて、前記記憶手段に記
憶されている前記表示能力に関する情報の少なくとも一部を変更する変更手段と、を有す
ることを特徴とするプロジェクタシステム。
【請求項１８】
　前記第１のプロジェクタおよび前記第２のプロジェクタのそれぞれは、外部装置から表
示輝度に関する情報を含む画像信号を入力し、
　前記第１のプロジェクタおよび前記第２のプロジェクタのそれぞれは、前記表示輝度に
関する情報と前記記憶手段に記憶されている前記表示能力に関する情報に基づいて、前記
外部装置から入力された前記画像信号に対応するＨＤＲ画像を投射することを特徴とする
請求項１７に記載のプロジェクタシステム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一側面としてのプロジェクタは、画像を投射するプロジェクタであって、該プ
ロジェクタの表示能力に関する情報を記憶する記憶手段と、投射状態に応じた投射画像の
輝度を算出する輝度算出手段と、前記輝度算出手段により算出された前記投射画像の輝度
に基づいて、前記記憶手段に記憶されている前記表示能力に関する情報の少なくとも一部
を変更する変更手段とを有する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の他の側面としてのプロジェクタシステムは、複数のプロジェクタを用いて画像
を投射するプロジェクタシステムであって、第１のプロジェクタと、第２のプロジェクタ
とを有し、前記第１のプロジェクタは、前記第１のプロジェクタの表示能力に関する情報
を記憶する記憶手段と、前記第１のプロジェクタと前記第２のプロジェクタとを組み合わ
せて得られる投射画像の輝度を算出する輝度算出手段と、前記輝度算出手段により算出さ
れた前記投射画像の輝度に基づいて、前記記憶手段に記憶されている前記表示能力に関す
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る情報の少なくとも一部を変更する変更手段とを有する。
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